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� 基本方針

１ はじめに

府民生活や 社会経済活動の基盤であるインフ ラは 、時代とともに 変化す る社会の

要請を踏まえつ つ 、利用者や 第三者の安全を確保した上で 、必要な機能を確実に

発揮し続けることが求め られているが 、近年、高度成長期以降に 集中的に 整備され

たイン フ ラの高齢化が進展し、道路や 河川等、社会インフ ラの老朽化対策は全国的

な課題となっ ている。国土交通省にお いては、平成２４年１２月２日に 発生した中央自

動車道笹子トンネル 天井板落下事故を契機として、平成２５年を 「社会資本メンテナ

ンス元年」と位置づ け、「社会資本の維持管理・更新に 関し当面講ずべ き措置」をとり

まとめ 、維持管理分野へ 大きく舵が切られたところである。

京都府に お いては、幸い、現在までに 施設の老朽化に 伴う大規模事故は発生して

いないが、大規模補修や更新の目安となる建設後５０年以上を経過する道路橋の割

合が、現在の約１５％から、２０年後に は約５０％となるなど、全国的傾向と同様、施設

の高齢化が加速度的に 進展する見込みであり、施設の老朽化対策は本府に お いて

も喫緊の課題である。

このような状況の中、今後の府政運営の指針として、「明日の京都（だれもがしあわ

せ を実感できる希望の京都を目指して ）」の 「中期計画」の改訂を進ているところであ

り、「府民安心の再構築のため 、安心安全に 係る社会資本を適切に 維持す ること」を

基本目標に 掲げ るとともに 、「道路、河川等のインフ ラや災害発生時の防災拠点とな

る庁舎、府立学校、警察署等に つ い て 、ア セ ッ トマ ネジメン トに よる中長期的な視点

で 、そ れぞ れの施設の現状と環境に 応じた総合管理計画を策定す るとともに 、市町

村の計画策定を支援する」とい う具体方策を掲げ、府全体での取り組みを進めてい く

こととしている。

道路、河川、港湾、住宅等、社会インフ ラの大部分を所管す る建設交通部に お い

ては、他部局との連携を密に しつ つ 、国に お い て、平成２５年１１月２９日に 決定され

た 「イン フ ラ長寿命化基本計画」や 平成２６年５月１２日に 決定された 「国土交通省イ

ンフ ラ長寿命化計画（行動計画）」を参考として、京都府建設交通部に お けるインフ ラ

長寿命化計画（行動計画）を策定す る。さらに 、行動計画を踏まえ、道路、河川、港

湾、住宅等、各施設の個別施設計画を策定し、アセ ッ トマ ネジメン トに よるメンテナ ン

スサ イクル を確立し、戦略的な維持管理・更新等に 取り組む ことに より、府民の安心・

安全の確保、中長期的な維持管理・更新等に 係るトー タル コストの縮減や 予算の平

準化等を推進す る。さらに 、体制等の問題か ら、円滑な点検・補修が困難な小規模

町村へ の支援につ いても積極的に取り組む こととす る。



２ 計画目標

京都府建設交通部に お いては、施設老朽化に起因す る災害・事故の根絶を目指

し、維持管理・更新に 係るトー タル コストの削減と予算の平準化、メンテナ ンス体制の

強化を図り、総合的かつ 一体的なインフ ラマ ネジメントの実現を目指す 。

（１）施設老朽化に起因する災害・事故の根絶

京都府建設交通部に お いては、道路、河川、港湾、砂防、住宅等、多種多様で膨

大な施設を所管してお り、これらの中に は、設置年代も把握できていない古い施設も

存在す る。現時点で 、施設の老朽化に 起因す る事故事例はないが 、老朽橋梁の落

下や トンネル のコンクリー ト片の飛散等は、道路利用者を巻き込んだ 大事故に 繋がる

恐れもある。また 、京都府では、平成２４年の京都府南部豪雨災害、平成２５年の台

風１８号災害、本年８月の大雨災害等、連続して激甚災害が発生してお り、河川護岸

等、構造物の劣化は、出水時の破堤や 道路法面崩壊等、大災害を招く可能性もあ

る。さらに 、南海トラフ巨大地震等、大規模地震に対する備えも重要である。

イン フ ラ長寿命化計画策定を契機に 、今後、京都府建設交通部全ての施設を対

象に 、点検・診断・修繕・更新のメンテナ ンスサイクル を確立し、安心安全に 係る社会

資本を適切に 維持す ることで 、施設老朽化に 起因す る災害・事故の根絶を目指す 。

（２）維持管理・更新等に係るトータル コストの削減と予算の平準化

道路橋では、建設後５０年以上経過する橋梁の割合が現在の約１５％から２０年後

に は約５０％となるなど、全ての施設で高齢化が加速度的に 進展する見込みである。

厳しい財政事情の中、施設更新に 十分な更新費用を確保することは困難な状況であ

り、予防保全や きめ細かな点検に よる適切な施設管理に より、社会資本の長寿命化

とトー タル コストの削減を図るとともに 、施設間の投資調整に より、メンテナ ンス予算の

平準化を図り、予算面に お い ても実現可能性のあるメン テ ナ ン スサ イクル を確立す

る。

（３）インフラメンテナンス体制の強化

これまでの建設生産システ ムは 、受発注者双方が施設の新設に 重点を置いた体

制となっ ているが、今後、インフ ラの維持管理・更新等を総合的に 進めるため 、組織、

職員配置等、メンテナ ンス体制の強化を図るとともに 、大学等、教育機関とも連携し、

京都府技術職員はもとより、メンテ ナ ンスの担い手となる民間企業を含めた点検・診

断・補修・補強等の技術力の強化を図る。

また、府内市町村に お いても多様で膨大な施設を所管してお り、府民の安心安全

を図るため に は 、管理者の区分なく 、京都府内のす べ ての イン フ ラの老朽化対策を

一体的に 進める必要がある。この ため 、市町村に お けるメンテ ナ ンスサ イクル の構築

につ いても、支援体制の充実を図る。



３ 基本方針

（１）メンテナンスサ イクル の確立

建設交通部が管理する膨大な施設に は、建設時期、構造形式等の施設諸元や老

朽化の進展状況等、適切な維持管理に 必要な情報が不足している施設も存在する。

また 、インフ ラは利用状況や周辺の自然環境等に より、劣化や損傷の進行が施設毎

に 異なり、そ の状況は時々刻々と変化している。このため 、各施設の特性に 応じた点

検と診断を実施し、計画的な修繕等を実施して記録、蓄積する体系的なメンテナ ンス

サイクル を確立する。

� 施設点検計画等の 策定による体系的な点検の実施

点検頻度や 点検内容等を規定した点検計画、点検マ ニ ュ ア ル 等を策定し、日常

点検か ら定期点検まで 、体系的な施設点検を実施す る。特に 、定期点検に お い て

は、劣化・損傷の程度や原因を把握するとともに 、劣化・損傷が進行する可能性や施

設に 与える影響、修繕方法等の診断を実施する。また、膨大な施設の点検を一律に

実施す ることは非効率であり、施設の役割や 地域環境、老朽化の状況や 利用状況

等、施設の重要度や現状に応じた点検計画となるよう留意する。

� 防災対策等とも連携した計画的な修繕・更新等の 実施

個別施設計画に お いて、施設の役割、機能、利用状況等の重要度や予算の平準

化に も配慮した対策の優先順位の考え方を明確化した上で、点検・診断結果を踏ま

えた効率的・効果的な修繕を実施する。修繕工法の採用に当たっ ては、コストの縮減

や工期の短縮に配慮しつ つ 、新技術を積極的に活用する。

また、インフ ラがそ の機能を発揮し続けるために は、経年劣化や疲労に 加え、地震

や 集中豪雨等、災害外力に も耐える必要がある。このため 、修繕等の実施と併せ 、イ

ンフ ラの防災・耐震性能や 、事故に対する安全性能等に つ いても向上を図るなど、効

率的・効果的な対策を推進する。

� データベースの構築

情報基盤を活用し、建設時期、構造形式等の施設諸元や点検・診断・補修等の取

組を通じて得られた施設の状態や 修繕・更新の履歴等を収集、蓄積し、次期点検・

診断等に 活用す るデ ー タベ ー スを整備す る。さらに 、京都府統合型地理情報システ

ムと統合運用し、総合的なインフ ラデ ー タベ ー スシステムを構築する。



（２）中長期的視点に立ったコスト管理

厳しい財政状況の下、必要なインフ ラ機能を適切に維持してい くため、府民のニー

ズを的確に 把握す るとともに 、予防保全型維持管理の積極的な採用等に より、適切

な維持管理・更新等を行い 、中長期的なトー タル コストの縮減と予算の平準化を図

る。

� 予防保全型維持管理等の導入

中長期的な維持管理・更新等に 係るトー タル コストを縮減す るため に は 、イン フ ラ

の長寿命化を図り、大規模な修繕や更新をできるだ け回避することが重要である。こ

のため 、施設特性や安全性、経済性を踏まえつ つ 、きめ細かな点検や劣化予測等に

より、損傷が軽微である早期段階に 予防的な修繕等を実施す ることで機能の保持・

回復を図る予防保全型維持管理の導入を推進する。

� 社会的要請の変化に対する的確な対応

今後、人口減少や少子高齢化の一層の進展が見込まれる中、インフ ラに 求め られ

る役割や 機能も変化す るもの と考えられる。このため 、老朽化対策の検討に 当たっ て

は、そ の時点で各施設が果たしている役割や機能を再確認した上で、そ の施設の必

要性を再検討し、必要性が認められない施設に つ いては、廃止・撤去を進めるなど、

戦略的な取組を推進する。

特に 、府営住宅や 都市公園等、社会的要請の変遷に よる影響が大きい施設に つ

い ては、利用者のニ ー ズを的確に 把握し、更新等の機会を捉えて質的向上や 機能

転換、用途変更や複合化・集約化を積極的に推進する。

� メンテナンス予算の平準化と弾力的な予算運用

京都府に お い ても、高度経済成長期に 整備された施設が多く 、従来の対症療法

的対応では、一時期に 補修・更新経費が集中す る懸念がある。この ため 、各施設間

の投資調整を行い、建設交通部全体としてメンテナ ンス予算の平準化を図る。

また、従来の道路、河川、港湾、住宅等、分野毎の固定的予算配分を見直す ととも

に 、建設中心の予算体系から、徐々に点検・診断・補修の維持管理中心の予算体系

に 移行し、安定的なメンテナ ンス予算の確保に努める。



（３）メンテナンスサ イクル確立のための体制整備

所管施設のメンテナ ンスサイクル を確立し、適切に維持管理してい くため、メンテナ

ンス部門の体制強化を図るとともに 、大学等とも連携し、行政の技術者、建設コンサ

ル タント及び 建設企業等の技術者の技術力向上に努める。

また、限られた予算や 人材を有効に 活用するために は、多様な主体との積極的な

連携が重要であり、国や都道府県、管内市町村、自治会等との連携を強化する。

� 管理体制の強化と職員の技術力向上

点検、診断、修繕、更新等のメンテナ ンスサ イクル を確立するために は、管理体制

の強化と職員の技術力の向上が重要となる。このため 、従来の建設中心の組織体制

から、徐々に 点検・診断・補修等の管理中心の組織体制に 組織・人員の再配置を行

う。また、国や大学等とも連携し、教育・研修制度の充実や資格取得の推奨等、点検

や修繕に 従事する職員の技術力向上を図る。

� 府内市町村の支援

府内市町村に は、予算や 技術職員の不足等、円滑な点検・補修等の実施が困難

な自治体もある。この ため 、道路メンテ ンナ ス協議会アドバ イザー 会議に よる技術指

導等に より、市町村のインフ ラ長寿命化計画策定を積極的に 支援するとともに 、府管

理施設との点検業務、補修工事等の一括発注、デ ー タベ ー スシステムの提供等、府

内市町村支援体制の充実を図る。

� 担い手の確保・育成

インフ ラのメンテナ ンスサ イクル を確立し、継続するために は、点検・診断等の担い

手となるコンサル タント及び 修繕工事等の担い手となる建設企業に お いても、技術者

の養成や新工法等の習得が不可欠となる。このため 、国や大学等とも連携し、研修の

実施や 資格取得の推奨等、コンサ ル タン トや 建設企業に お ける技術者の技術力向

上を図るとともに 、点検、修繕工事等に 関す る入札契約制度に お いても、これらの技

術者を評価する制度を導入する。

� 管内市町村・自治会等との 連携

インフ ラの現状把握には地元の情報が不可欠であり、地元市町村や消防団、自治

会等からの地域に密着した情報を維持管理に活用するシステムを導入する。
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